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　技術の進歩が、精密光学部品製造の
複雑さの増加を推進する原動力になっ
ている。より高い分解能、精度、機能
に対する要求が、最先端の製造装置や
高度な計測ツールの導入につながって
いる。10年前に製造されて測定された
精密光学部品は、今日の製造方法や検
査方法に照らし合わせると、完全に時
代遅れの可能性がある。
　消費者の期待と業界の要求は進化し
続けるが、メーカーは製造全体にわた
る品質を向上させることを意識する必
要がある。例えば、米エスコ・オプティ
クス社（Esco Optics）は、先進的な検
査と計測ツールを導入しているが、新
しい技術は絶えず出現する。干渉計の
カメラの解像度から表面品質を分析す
るための表面形状測定器に至るまで、
測定可能なすべての基準を上回る光学
部品を顧客に提供することが不可欠と
なっている。顧客は、明日の技術に基
づくシステムを設計している可能性が
あるためだ。
　光学メーカーが計測学の進歩に遅れ
ずについていく一方で、光学エンジニ
アは材料の限界を押し広げている。高
屈折率ガラス、水晶、さらにはエンジ
ニアリングポリマーも、今では製造フ
ロアに一般的に存在する材料である。
これらの材料は特有の光学特性を持つ
が、加工や研磨が難しい可能性がある。
メーカーは、新規材料を正確に処理す
るための消耗品の完璧なバランスを見
つける必要がある。

　物置小屋でフェルトパッドを使って
いた時代はもう過ぎ去った。新しい化
学組成を持つ個々のガラスに対し、そ
れに適応する反応性化学物質を使用し
て、研磨技術者が材料を除去して卓越
した品質を実現できるようにしなけれ
ばならない。適切な研磨剤とパッドを
簡単に選択することが、今日の製造界
で最も重要なことである。光学部品製
造は、さまざまな変数の流動的なパズ
ルである。それらの変数を理解して制
御することによって、より良い製品を
製造する機会が得られる。
　技術と製造の進歩とともに、光学部
品と製造プロセスに関する深い知識を

持つ熟練した技術者、エンジニア、設
計者に対する需要も高まっている。米
国のすべての光学部品メーカーが直面
している最も一般的な問題は、人材不
足である。この業界は、熟練した労働
者が引退し、就労年齢を前にした若者
は製造にあまり興味がないという問題
を抱えている。国内労働力の欠如は解
決しなければならない問題である。資
格を持つ人材が不足していることは、
高まる需要に応える業界の能力に、深
刻な影響を与えかねない。

技術、消耗品、人材の育成
　こうした絶えず変化する状況に業界
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精密光学部品製造は、通信、航空宇宙と防衛、医療、民生エレクトロニクス
の分野において非常に重要な役割を担っている。しかし、現場で使われる機
器の複雑さが顕著に増す中で、その製造プロセスはますます困難になっている。

将来の応用に向けた光学製造の進歩
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がどのように対応するかによって、米
国の光学部品メーカーの将来の回復力
が左右される。では、業界としてわれ
われはどのように対応するべきなのだ
ろうか。この業界を取り巻く環境は絶
えず変化する。われわれは、後れを取
ることのないようにできる限りのことを
する必要があり、自らの立ち位置に自
信が持てない時こそが、最大の成功を
掴むための機会である。
　適切な検査方法を適用することが、

企業の期待値と実績値を一致させるた
めの鍵である。検査方法が合わないケ
ースに対しては、第三者による検証サ
ービスが業界全体で提供されている。
多くの場合で、独立した請負業者や計
測ツールメーカーに、部品を測定して
もらうことができる。この選択肢は、
一度きりの製造に対しては安価だが、
長期的なプロジェクトになると高額に
なる可能性がある。業界内の多くの主
要な検査企業と協調的な関係を構築し
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一連の光学ウィンドウのクリーニングを行うマディソン・オックスフォード氏（Madison Oxford）

E-Clothガラスとポリッシングクロスによる溶融シリカウィンドウのクリーニング
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て維持することが、重要である。レー
ザ損傷閾値試験から赤外干渉計に至る
まで、電話をかけるだけで仕様を確認
できる手段が必ず存在する。
　製造プロセスと消耗品の選択は、光
学部品の成否を左右する可能性があ
る。例えばエスコ社は、ブランク処理
から最終研磨と薄膜コーティングまで
を垂直統合することによって、製造を
微調整している。これを行うために、
新しい原材料をガラスメーカーから直
接購入して、社内でブランクを切断し
ている。透過感度が高いプロジェクト
で均一性を試験することで、最適な結
果を確保している。製造サイクルの最
初で品質保証対策を講じることにより、
製品ロスを抑え、製造効率の低下を防
いでいる。プロジェクトの完了時だけ
でなく製造全体を通して、最大限の品
質管理を適用している。
　作業現場に引き渡された部品は、さ
まざまな消耗品に触れることになる。
これらの消耗品を理解して制御するこ
とが、製造を成功させるために非常に
重要である。セリウム、ジルコニウム、
さらにはダイヤモンドスラリーでさえ
も、絶えず変化している。消耗品メー

カーの定期的な訪問と実演を受けるこ
とにより、製造する光学部品に関連す
る材料の使用方法をより適切に理解す
ることができる。エスコ社は、一連の
両面ラッピングおよび研磨装置によっ
て、再現可能な部品を量産することが
できるが、製造改善に特化したオペレ
ーションセルで製造レシピの洗練化に
も取り組んでいる。
　製造方法も進化している。光学レン
ズの製造機や研磨機は大きな発展を遂
げた。エスコ社が行っているように複
数のCNC機械を稼働させることで、卓
越した精度を達成することができる。
これらの機械は従来の機械と同じよう
に動作するが、動作効率がはるかに高
い上に、攻めた逸脱量と超精密精度を
持つレンズを、自信を持って設計する
能力をエンジニアに与える。
　業界が急速なペースで進歩し続ける
中で、人材の育成が最重要課題となっ
ている。エスコ社は他の企業と同様に、
技術者の教育と指導のための社内訓練

プラットフォームの構築に尽力してい
る。熟練した光学技術者が引退してい
く中で、その長年にわたる知識を記録
して、明日の技術者に引き継いでいく
必要がある。しかし、それだけでは十
分ではなく、支援が必要である。
　APOMA（ American Precision 
Optics Manufacturing Association）が
提供するような人材育成プログラムの
重要性が、ますます高まっている。
Optics Manufacturing Technician 
Apprenticeship Program（光学部品製
造技術者訓練プログラム）や、コミュニ
ティカレッジで提供される光学システム
技術プログラムは、光学部品製造にお
ける人材育成を支援するために設けら
れた素晴らしいプログラムである。業
界の意識と教育の機会が、光学技術者
の未来への鍵を握っている。
　エスコ社は、地域の教育機関と関係
を築いて、将来を見据える学生に対す
る動機付けと啓蒙を行っている。これ
らの学生や潜在的技術者を取り込むこ
とに、他の光学部品メーカーだけでな
く国全体が力を入れて取り組んでいる。
技術の進歩、進化する顧客要求、材料
と消耗品の複雑さ、特殊専門知識の必
要性といった複数の要因の相乗効果に
よって、精密光学部品製造は間違いな
く、ますます困難になっていく。業界
の主導者らは、そうした課題を認識し、
この分野を定義する高水準の精度と品
質を維持しつつ、その複雑さに対応す
る革新的なソリューションの開発に協
調して取り組む必要がある。これらの
課題を成長と革新の機会として捉える
ことによって企業は、絶えず変化する
環境の中で成功し続けることができる。
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中心に研磨済みのくぼみがあるウィンドウの品質管理検査


